
内容…チャリティーライブ、各種パレード・イベント等
※常盤平・牧野原・第四・金ケ作の各中学校、ボーイスカウトの
皆さんが清掃ボランティアとして活躍しています。
□問常盤平さくらまつり実行委員会☎090－4220－5620

パレーレーード、山車……内容…音楽パレード、山車、みこし、
カラオケ大会、ふれあい広場等
□問六実桜まつり実行委員会（事務
局）☎385－2273

4月7日㈯・8日㈰ 
午前9時～午後5時

内容…野だて（有料）、お花見踊り、生田
流琴の演奏、郵便局臨時売店等
□問八柱霊園管理事務所☎387－2181 内容…演芸、ゲーム、竹トンボ作成実演、

甘酒の配布等
□問河南環境美化の会・高橋☎391－6844

3月25日㈰ 
午前10時～午後2時
内容…グラウンドゴルフ、矢切
音頭、矢切ばやし、よさこいソー
ラン等

※24日㈯に江戸川土手（川の一里塚・矢切の渡し付近）で「やきり
産直まつり」が開催されます。地元新鮮野菜の直売や、地元商店
による販売等が予定されています。
□問商工観光課☎366－7327

局局局局）局））☎☎338855 2222773

4 午午 1 ～～～午～～午～午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午午 分分

－－

内容…歌謡ショー、はしご車体験、
音楽パレード、鼓笛隊、阿波踊り等
□問八ケ崎桜まつり実行委員会・
坂田☎341－1778

4月8日㈰ 午前10時～午後3時30分

さくら
通り

松戸
イベント会場

桜橋

西
船
橋

道標
（日本の道百選）

八柱霊園 桜まつり会場

会場および交通規制
3月31日㈯
午前10時45分～午後8時
4月1日㈰
午前9時45分～午後7時

六実交番

4月7日㈯・8日㈰ 午前9時～午後5時
※路線バスは火の見下経由となります。

4月8日㈰午前9時～午後4時30分
ビッグA交差点駐車場横から千駄堀方面

会場および交通規制

さくら通り

八ケ崎
郵便局

　今年も春の訪れを告げる桜の便りが届き始め
ました。市内の至る所に咲く桜は、それぞれが私
たちの目を楽しませてくれます。
　皆さんも春爛漫（らんまん）の各会場に出掛け
てみませんか。　
□問商工観光課☎366－７３２７
　http://www.matsudo-kankou.jp/
（松戸市観光協会）

※
交
通
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
つ
り
会
場

※
交
通
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
つ
り
会
場

※
交
通
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

八
柱
さ
く
ら
ま
つ
り
会
場

松戸南
高校

北総
線

河原塚中学校

子の神橋
（ねのかみばし）

まつり会場

まてばしい通り

東松
戸駅

Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

至 

新
八
柱

市
川
柏
線国

分
川

黎明橋

高坏橋
（たかつきばし） 八柱霊園

※
開
催
時
間
と
異
な
り
ま
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
開
催
時
間
と
異
な
り
ま
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

五香駅前から
ゆりの木通り交差点まで

会場および交通規制会場および交通規制

坂
川

江
戸
川

矢切の
渡し W.C. 矢切

幼稚園

スーパー
栗山
浄水場

北総線

まつり会場
（栗山浄水場内）

やきり産直まつり
会場

矢切
駅

松
戸
街
道

コンビニ

◎
常
盤
平
、六
実
、八
ケ
崎
の
三
会
場
で
は
、桜
ま
つ
り
期

間
中
、桜
並
木
を
歩
行
者
天
国
と
す
る
た
め
交
通
規
制

を
実
施
し
ま
す
。

◎
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。付
近
一
帯
は
駐
車
禁
止
の
た

め
、電
車
や
バ
ス
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
ゴ
ミ
は
各
自
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

3月31日㈯ 午前11時～午後8時
4月   1日㈰ 午前10時～午後7時

4月8日㈰ 午前10時～午後3時

4月8日㈰ 午前10時～正午

つつつつり実り実行委行 員会☎090 44222200 56200

午午午午 1 分分 後4 分分分分
3月31日㈯ 
午前10時30分～午後4時30分

ババババババババババババババ……
ンド パパレーード、 人
内容…常盤平第三小学校金管バ
ンドのパレード、地元の人たちの
演舞等
□問八柱さくらまつり実行委員会・
靏岡（つるおか）☎387－8522

毎月1日、15日発行

●平成24年度  施政方針
●子ども手当申請期限が迫っています
●8分別で始めよう3R
●市営有料駐輪場の定期使用者を随時募集
●減CO2どんぐり作戦植樹イベントを実施

2～4
5

6・7
8
12



放射線測定器の貸し出し・個人敷地などの放射線量測定の電話予約番号は☎047－704－3987です。お掛け間違いのないよう、お願いします。

●若者の雇用対策として個別就職相談窓口と職業能力向上講座を
引き続き実施
●京成バス矢切の渡し線（旧矢切高
校線）の矢切の渡し船着き場付近
までの延伸を支援
●学生を中心とした観光サポー
ター養成事業を実施
●松戸駅周辺のまちづくりを進める
ため、グランドデザインの策定に
着手
●松戸駅西口の松ノ木通り、高砂通りのバリアフリー化および電線の
地中化に着手
●JR武蔵野線「新八柱駅」、新京成線「五香駅」、流鉄流山線「馬橋
駅」のバリアフリー化工事を支援
●市営住宅については、三矢小台住宅の外壁改修を実施する他、計
画的にエレベーターのリニューアルを実施
●平成25年度の一部開園に向け、拓野公園の整備を実施
●戸定が丘歴史公園の拡充に伴い、福島県学生寮跡地を取得

●里やまに親しむイベントとして、樹
林地を一般開放する「オープン
フォレストイン 松戸」を5月に開催
●地域公園の在り方などの指針とな
る公園整備ガイドラインを策定
●外環道と接続予定の北千葉道路
の早期事業化を推進
●都市計画道路3・3・7号の整備に伴う新松戸東側地域の今後
のまちづくりの方向性策定を検討
●小山電車庫を跨ぐ道路を利用する歩行者の安全の確保のた
め、新たに地下歩道の整備に着手
●水道事業として、平成25年度の完了を目標に石綿管更新事
業を継続
●下水道事業として、計画的な調査・点検に基づき、適切な改築
および修繕を実施
●浸水対策として、引き続き、春木川中流の高暮橋から爽やか
橋までの区間の改修事業を実施し、紙敷川については、下流
部に加え中流部についても改修を実施
●排水路の整備として、上富士川上流や上矢切地区などの整
備を継続

魅力ある都市空間の形成と産業の振興

新年度の主要な施策新年度の主要な施策

■
放
射
能
対
策

　

今
後
の
基
本
的
な
本
市
の
除
染
方

針
と
し
て
、
23
年
度
に
引
き
続
き
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
維
持
と
安
全
・

安
心
を
最
優
先
に
、
８
月
末
日
（
夏

休
み
終
了
ま
で
）
を
め
ど
に
子
ど
も

関
係
施
設
や
学
校
施
設
の
除
染
を
行

い
、
放
射
線
量
を
国
の
指
標
値
で
あ

る
、
毎
時
〇
・
二
三
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
未
満
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

　

ま
た
本
市
は
、
放
射
性
物
質
汚
染

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
、「
汚
染
状
況

　

本
市
の
人
口
は
、
本
年
２
月
１

日
現
在
で
、
四
十
八
万
二
千
三
百

十
七
人
と
、
22
年
10
月
の
国
勢
調

査
時
と
比
較
し
て
、
二
千
百
四
十

人
減
少
し
て
お
り
、
昨
年
７
月
以

降
は
毎
月
連
続
し
て
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
本
市
の
人
口

動
態
の
特
徴
と
し
て
、
子
育
て
世

代
の
人
口
が
流
出
し
て
お
り
、
今

後
さ
ら
に
少
子
・
高
齢
化
の
影
響

が
現
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
三
十

代
、
四
十
代
の
市
民
に
と
っ
て
、

本
市
の
価
値
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
象
徴

が
、「
子
育
て
、
教
育
、
文
化
を
軸

と
し
た
都
市
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」

で
す
。

　

子
育
て
施
策
、
教

育
施
策
、
文
化
施
策

に
関
す
る
具
体
的
な

取
り
組
み
を
積
極
的

に
行
い
、
松
戸
の
魅

力
や
可
能
性
を
高

め
、
市
内
外
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
で
、

子
育
て
世
代
を
中
心

と
し
た
若
い
世
代
が

こ
の
ま
ち
に
住
む
こ

と
に
、
ス
テ
ー
タ
ス
や
楽
し
さ
、

面
白
さ
、
潤
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　

24
年
度
は
、「
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
」
と
「
子
育
て
、
教
育
、

文
化
を
軸
と
し
た
都
市
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
」
を
二
本
の
大
き
な
柱
と

し
、
具
体
的
に
事
業
を
推
し
進
め

る
と
と
も
に
、「
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
て
、
活
気
あ
る
ま
ち
を

取
り
戻
す
た
め
、
地
域
経
済
の
活

性
化
や
ま
ち
づ
く
り
の
見
直
し

と
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、
全
て
の

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
住
み
や

す
い
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
の
、

「
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切

に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
践
し

ま
す
。

「
安
全・安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」と「
子
育
て
、教
育
、文
化
を

軸
と
し
た
都
市
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」に
向
け
て

施 政 方 針
平成24年度　

昨
年
の
３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し

た
「
東
日
本
大
震
災
」
で
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
、
ご
家
族
・
ご
親
戚
を
失

わ
れ
た
方
、
現
在
も
避
難
先
で
不
自

由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

被
災
者
の
方
々
に
、
心
よ
り
お
悔
や

み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
の
地
震
に
よ
り
、
震

度
五
弱
の
揺
れ
を
記
録
し
、
軽
傷
者

十
二
人
の
人
的
被
害
と
、
八
棟
の
全

壊
を
含
む
約
千
六
百
棟
の
住
宅
被
害

が
あ
っ
た
他
、
交
通
機
関
の
乱
れ
か

ら
多
く
の
方
が
帰
宅
困
難
な
状
態
に

陥
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
震
災
に
よ
る
地
震
と

津
波
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
重
大
な
放
射
能
漏
れ
事

故
を
引
き
起
こ
し
、
事
故
直
後
に

は
、
広
範
囲
に
高
い
線
量
の
放
射
能

汚
染
が
発
生
し
、
福
島
県
な
ど
か
ら

多
く
の
被
災
者
が
関
東
方
面
に
避
難

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、震
災
の
直
後
か
ら「
被

災
者
を
助
け
た
い
」「
温
も
り
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
市
民
の

皆
さ
ま
の
熱
い
想
い
に
支
え
ら
れ
、

延
べ
四
百
人
近
く
の
避
難
者
を
受
け

入
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
５
月
ご
ろ
よ
り
、
東
葛

飾
地
域
は
、
関
東
地
方
の
他
の
地
域

と
比
べ
高
い
空
間
放
射
線
量
が
計
測

さ
れ
る
こ
と
が
分
か
り
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
大
変
な
不
安
を
抱
か
せ
る

事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
、
下
校
途

中
の
小
学
生
が
不
審
者
に
刺
さ
れ
る

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
、
多
く
の

保
護
者
、
児
童
が
不
安
な
生
活
を
送

る
事
態
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
態
へ
の
対
応
こ
そ
、

本
市
を
取
り
巻
く
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
政
を
預
か
る
身
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
命
と
健
康

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、
24

年
度
は
、
放
射
能
対
策
は
も
と
よ

り
、
防
災
・
防
犯
対
策
な
ど
、
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
中
心
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

　2月23日の市議会3月定例会において、
本郷谷市長が平成24年度施政方針説明
を行いましたので、概要をお知らせします。

平
成
24
年
度
当
初
予
算

子
育
て
、
教
育
、
文
化

を
軸
と
し
た

都
市
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

放
射
能

対
策

防
災・
防
犯

対
策

・・

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

市
議
会
で
施
政
方
針
を
発
表
す
る
本
郷
谷
市
長

市
議
会
で
施
政
方
針
を
発
表
す
る
本
郷
谷
市
長
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●広報まつど　2012年（平成24年）3月15日



市のホームページ・公式twitterのほか、まつどニュース（市役所・各支所等に掲示）で市内の放射線量測定結果をお知らせしています。

●防犯灯のLEDへの切り替えについて補助を実施
●和名ケ谷クリーンセンターの耐用年数延長のため、基幹整備工事に着手
●平成25年度の開署に向け小金消防署の建設工事を継続実施
●消防救急無線デジタル化に合わせた消防指令業務の共同運用に伴うシステム
改修に着手
●初期消火に協力した市民が使用した消火器の詰め替えや買い替えに、一定額を助成

●ホワイトホース市と姉妹都市提携40周年記念事業を実施
●山崎直子さんと共に宇宙を旅した松戸白かぼちゃを使ったイベントを実施
●中学生を平和大使として、長崎市で開催される「青少年ピースフォーラム」に派遣

安全で快適な生活環境の実現

●「（仮称）町会・自治会と市のパートナーシップの在り方検討委員会」を設置
●松戸駅構内の行政サービスセンターの開設日を毎週土曜日に拡大
●協働事業に対し負担金を交付
●市民活動助成事業として助成金を交付
●稔台市民センター本館の耐震化工事および
本館・別館のエレベーターを設置
●五香市民センターにエレベーターを設置

連携型地域社会の形成
●子育て支援施設の職員を対象に「子育て支援コーディネーター」を育成
●「子育てみらいカード」の対象者を拡大
●「放課後KIDSルーム」の施設数、開催日を拡大
●放課後児童クラブ2カ所を小学校内に移設整備
●子宮がん検診の無料クーポン券対象者で未受診者に対しコールリコール（再
連絡）事業を実施
●介護保険料の基準額上昇を抑制
●「介護支援ボランティア制度」の展開
●常盤平老人福祉センターの耐震化に伴う建て替え工事の実施
●国民健康保険料の据え置き
●障害者の地域生活を支えるため、訪問型の相談支援事業を実施
●市立病院における救命救急センターの医療器械の更新および医師4人の確保

豊かな人生を支える福祉社会の実現

次代を育む文化・教育環境の創造
●事業優先度評価については新年度も引き続き実施
●公共施設の現状を把握するための公共施設白書を作成
●若い世代をターゲットとした新たな情報誌を発行
●シティプロモーションにつなげるためのフィルムコミッション立ち上げ支援
●後期基本計画第5次実施計画の策定に着手

都市経営の視点に立った行財政運営

総合計画の「施策の大綱」に沿った総合計画の「施策の大綱」に沿った　

重
点
調
査
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
調
査
測
定
の
結
果
に
基
づ
き
、

除
染
実
施
計
画
を
本
年
１
月
に
設
置

し
た
放
射
能
対
策
室
を
中
心
に
取
り

ま
と
め
て
い
る
最
中
で
す
。
具
体
的

な
除
染
方
策
と
し
て
は
、
ま
ず
、
幼

稚
園
、
市
立
保
育
所
、
民
間
保
育
園
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
等
学
校
、
こ
ど
も
の
遊
び

場
、
樹
林
地
や
植
栽
を
除
い
た
公
園

な
ど
で
、
市
営
、
民
営
の
い
か
ん
に

か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
が
過
ご
す
施

設
等
に
つ
い
て
は
、
除
染
計
画
が
国

に
承
認
さ
れ
次
第
、
計
画
的
に
除
染

を
実
施
し
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
等
に
つ
い
て
は
、

除
染
基
準
を
設
け
、
計
画
的
な
除
染

を
24
年
度
中
に
開
始
し
ま
す
。
中
で

も
子
ど
も
が
い
る
住
宅
に
つ
い
て
は

25
年
３
月
を
め
ど
に
除
染
を
実
施
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
自
主
的
に
除
染
し
た

結
果
、
発
生
し
た
除
染
物
に
つ
い
て

も
引
き
取
り
基
準
を
設
け
、
必
要
に

応
じ
引
き
取
り
が
で
き
る
よ
う
、
一

時
仮
置
場
や
、
中
期
的
な
仮
置
場
を

確
保
し
ま
す
。

　

な
お
、
除
染
を
中
心
と
し
た
放
射

能
対
策
に
か
か
る
費
用
は
、
新
年
度

予
算
で
三
十
一
億
八
千
八
百
八
十
二

万
四
千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
24
年
度
も
引
き
続
き
空
間

放
射
線
の
測
定
機
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
防
災
・
防
犯
対
策

　

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
ク
ラ
ス
の
地

震
が
南
関
東
で
発
生
す
る
確
率
が
高

い
と
い
わ
れ
る
中
で
、
現
在
、
市
内

の
小
・
中
・
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、

合
わ
せ
て
百
三
棟
の
耐
震
改
修
工
事

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
す
る
と
の
思
い
か
ら
、｢

耐
震

化
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

の
見
直
し
を
図

り
、
27
年
度
の
完
了
を
目
指
し
て
、

24
年
度
は
十
六
棟
の
耐
震
改
修
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
域
を
越
え
た
広
域
的
な

自
治
体
間
で
の
応
援
体
制
の
確
立

と
、
さ
ら
な
る
防
災
対
策
の
強
化
を

目
的
と
し
て
、
愛
知
県
小
牧
市
、
富

山
県
高
岡
市
、
鳥
取
県
倉
吉
市
と
防

災
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。　

　

今
後
は
、
大
規
模
災
害
の
発
災
時

に
相
互
に
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
平
常
時
か
ら
情
報
交
換
を
行

う
な
ど
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
被
災
者
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
力
体
制
の

構
築
を
目
指
し
、
先
般
、
流
通
経
済

大
学
と
防
災
協
定
を
締
結
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
老
朽
化
の
著
し
い
防

災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
機
器
の

再
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
子
局
の
増
設
も
行
う
こ
と

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
情
報
伝
達

の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
大
規

模
災
害
に
も
耐
え
ら
れ
る
市
立
病
院

の
建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

市
議
会
に
お
い
て
集
中
的
に
審
議
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
計

画
の
推
進
に
つ
い
て
市
議
会
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
、

早
期
建
設
に
向
け
た
方
針
を
示
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
病
院
の
一
号
館
に
つ

い
て
は
、
安
全
性
の
確
保
と
機
能
を

損
な
わ
な
い
よ
う
、
効
果
的
な
修
繕

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
ぐ
る
み
の
安
全
安
心
策
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ハ

イ
ビ
ジ
ョ
ン
防
犯
カ
メ
ラ
を
市
内
八

カ
所
に
二
十
七
台
設
置
し
ま
す
。
こ

の
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
25
年
度
以
降
も

過
去
の
犯
罪
発
生
状
況
に
応
じ
て
各

地
域
に
設
置
を
進
め
、
さ
ら
に
防
犯

力
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
一
位
だ
っ
た

千
葉
県
の
ひ
っ
た
く
り
の
発
生
件
数

は
、
本
市
で
も
防
犯
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
啓
発
活
動
に
よ
る
取
り
組
み
や
、

青
色
回
転
灯
装
備
車
両
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
の
結
果
、
前
年
に

比
べ
て
発
生
件
数
が
半
減
し
て
い
る
の

で
、
24
年
度
も
引
き
続
き
、
啓
発
活
動

等
を
行
う
と
と
も
に
、町
会
、
自
治
会
、

防
犯
活
動
団
体
が
行
う
防
犯
活
動
を
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
に
関
す
る
取
り
組

　

み

　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
充
実

や
、
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の

連
携
に
よ
る
多
様
な
子
育
て
支
援
策

に
よ
り
、
本
市
の
子
育
て
支
援
は
自

治
体
を
対
象
と
し
た
民
間
団
体
の
調

査
に
お
い
て
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
あ
る
と
の
評
価
が
得
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
子
育
て
環
境

を
生
か
し
、
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た

め
に
も
、
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消

を
最
大
の
課
題
と
捉
え
、
24
年
度
に

は
松
戸
駅
お
よ
び
東
松
戸
駅
の
周
辺

に
、
新
た
に
二
カ
所
の
民
間
保
育
園

が
開
設
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
23

年
度
開
設
し
た
新
松
戸
地
区
の
民
間

保
育
園
と
併
せ
て
、
市
内
の
主
要
な

乗
り
換
え
駅
周
辺
に
、
三
カ
所
の
民

間
保
育
園
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
25
年
の
開
設
に
向
け
て
、

東
部
地
区
と
常
盤
平
地
区
の
二
カ
所

に
民
間
保
育
園
の
建
設
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
の
一
時
・
特
定
保

育
の
充
実
に
加
え
て
、
市
内
三
カ
所

目
と
な
る
、
理
由
を
問
わ
ず
に
利
用

の
で
き
る
「
乳
幼
児
の
一
時
預
か
り
」

を
開
始
し
、
子
育
て
の
負
担
が
軽
減

で
き
る
よ
う
な
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に
、
市
内
の
私
立
幼
稚

園
の
利
用
時
間
を
延
長
し
、
朝
は
７

時
30
分
か
ら
、
夕
方
は
６
時
30
分
ま

で
の
「
預
か
り
保
育
」
を
行
う
モ
デ

ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
不
妊
に
悩
み
、
実

際
に
不
妊
治
療
を
受
け
る
ご
夫
婦
が

増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
治
療
は
身
体
的
、
精
神
的
な
負
担

に
加
え
、
経
済
的
な
負
担
が
大
き
い

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
新
た
に
不
妊
治
療
の
助
成
制

度
を
創
設
し
、
県
の
助
成
事
業
に
加

え
て
市
の
助
成
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。

■
教
育
に
関
す
る
取
り
組
み

　
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
と
北
総
線
が
交
差

す
る
東
松
戸
駅
周
辺
の
紙
敷
土
地
区

画
整
理
事
業
の
進
捗
に
よ
り
、
増
え

続
け
る
東
部
小
学
校
の
児
童
数
へ
の

対
応
と
し
て
、
28
年
４
月
に
新
た
な

小
学
校
の
開
校
を
目
指
し
、
24
年
度

は
基
本
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
小
・
中
学
校
は
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
特
別
な
教

育
課
程
を
実
施
で
き
る
「
教
育
課
程

特
例
校
」
と
し
て
文
部
科
学
省
か
ら

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
日
本
語
分
野
・

英
語
分
野
か
ら
成
る
「
言
語
活
用
科
」

を
実
施
し
、
論
理
的
・
批
判
的
思
考

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

身
に
付
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社

会
で
活
躍
で
き
る
児
童
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
文
化
に
関
す
る
取
り
組
み

　

昨
年
、
戸
定
が
丘
で
は
、「
戸
定
ア
ー

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
施
さ
れ
、

多
く
の
作
品
展
示
を
行
っ
た
他
、
戸

定
邸
に
お
い
て
、
著
名
な
音
楽
家
に

よ
る
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
、
大
変
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
戸
駅
西
口
地
域
を
中
心

と
し
た
地
域
で
は
「
松
戸
ア
ー
ト
ラ

イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
実
施
さ
れ
、

多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
作
品
展
示

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
な
ど
、

大
変
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

24
年
度
に
つ
い
て
は
、
常
盤
平
団

地
で
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
の
連
携
に
よ

り
、
地
元
の
関
係
団
体
を
中
心
に
、

地
域
活
性
化
の
具
体
策
を
検
討
す
る

組
織
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
「
団

地
の
魅
力
」
を
醸
成
さ
せ
る
た
め
、

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
含
め
、

地
域
活
性
化
の
検
討
を
進
め
る
と
と

も
に
、「
戸
定
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

四
面
に
続
く

ししし子
育
て
、教
育
、文
化
を
軸
と

し
た
都
市
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

3
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■
文
化
ホ
ー
ル
映
像
編
集
装
置

の
貸
し
出
し
は
３
月
31
日
㈯
で

終
了
し
ま
す

社
会
教
育
課
☎
366
・
７
４
６
２

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

６
月
３
日
㈰　

会
場
日
本
大
学
生

産
工
学
部
津
田
沼
校
舎
（
京
成
大
久

保
駅
下
車
）他　

費
用
甲
種
五
千
円
、

乙
種
三
千
四
百
円
、
丙
種
二
千
七
百

円 

３
月
30
日
㈮
〜
４
月
７
日
㈯
の

間
に
、
電
子
申
請

http://w
w
w.

shoubo-shiken.or.jp/

か
、
４
月
２

日
㈪
〜
10
日
㈫
〔
消
印
有
効
〕
の
間

に
、
郵
送
で
〒
260-

０
８
４
３
千
葉

市
中
央
区
末
広
二
の
十
四
の
一　

消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
千
葉
県
支
部

（
☎
043
・
268
・
０
３
８
１
）
へ

※
市
各
消
防
署
で
申
請
書
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
松
戸
市
危
険
物
安
全

協
会
お
よ
び
消
防
署
か
ら
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

■
２
月
は
防
災
無
線
で
二
件
の

行
方
不
明
高
齢
者
の
探
索
を
行

い
、
全
て
発
見
さ
れ
ま
し
た

　

行
方
不
明
高
齢
者
に
関
す
る
情
報

提
供
は
、
最
寄
り
の
交
番
ま
た
は
警

察
署
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
予
防
推
進
担
当
室
☎
366
・

７
３
４
３

■
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

芸
能
発
表
会

　

３
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
４

時　

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー　

内
容
民
謡
・
舞
踊
・
カ
ラ
オ
ケ
他　

費
用
無
料

同
セ
ン
タ
ー
☎
344
・
８
２
７
０

■
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
in
ち

ば
『
み
ん
な
大
切
な
仲
間
で
す
』

　

４
月
１
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後
５

時　

会
場Q

iball

（
き
ぼ
ー
る
、
京

成
千
葉
中
央
駅
下
車
）　

内
容
き
ゃ

ら
ば
ん
隊
い
ち
ょ
う
公
演
、
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
、
作
品
展
示
、
相
談
コ
ー

ナ
ー
等　

費
用
無
料

千
葉
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
043
・
227
・
８
５
５
７

■
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
千
葉
支
部
か
ら
の
お

知
ら
せ

　

平
成
24
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

の
保
険
料
か
ら
、
保
険
料
率
が
九
・

九
三
％
（
旧
料
率
＝
九
・
四
四
％
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
協
会
で
は
被
扶
養
者
の

皆
さ
ん
（
加
入
者
の
ご
家
族
）
へ
特

定
健
診
の
費
用
助
成
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
、
毎

年
一
回
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

全
国
健
康
保
険
協
会
千
葉
支
部
☎

043
・
308
・
０
５
２
１
（
料
率
変
更
）、

☎
043
・
308
・
０
５
２
５
（
特
定
健
診
）

■
シ
テ
ィ
・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

３
月
21
日
㈬
午
後
０
時
15
分
〜
45

分　

会
場
市
役
所
議
会
棟
地
下
一
階

玄
関
ホ
ー
ル　

演
奏
者
石
崎
諒
子

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、
中
津
留
絵
里
加

（
ピ
ア
ノ
）　

曲
目
「
チ
ャ
ル
ダ
ッ

シ
ュ
」（
モ
ン
テ
ィ
）、「
情
熱
大
陸
」

（
葉
加
瀬
太
郎
）
他

社
会
教
育
課
☎
366
・
７
４
６
２

■
市
民
が
自
家
で
栽
培
し
た
農

産
物
の
放
射
性
物
質
測
定
受
付

電
話
番
号
を
３
月
16
日
㈮
か
ら

変
更
し
ま
す

変
更
後
番
号
☎
366
・
７
３
２
８
（
農

政
課
）

■
閉
鎖
し
て
い
た
図
書
館
小
金

分
館
の
視
聴
覚
室
に
あ
る
資
料
・

設
備
を
移
設
し
、
視
聴
覚
資
料
の

サ
ー
ビ
ス
は
、
小
金
分
館
で
３
月

下
旬
以
降
に
行
う
予
定
で
す

図
書
館
☎
365
・
５
１
１
５

■「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
一
番
風
呂
」

は
３
月
末
で
終
了
し
ま
す

　

毎
月
１
・
６
・
16
・
26
日
に
実
施

し
て
い
た
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
一
番
風

呂
は
３
月
末
で
終
了
し
、
４
月
か
ら

は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
優
待
銭
湯
事

業
「（
仮
称
）い
き
い
き
ほ
っ
と
ふ

れ
あ
い
風
呂
」
を
開
始
予
定
で
す
。

　

詳
細
は
４
月
１
日
㈰
発
行
の
広
報

ま
つ
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
課
☎
366
・
７
３
４
６

市
等
か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
「
選
択
と
集

中
」
を
掲
げ
て

三
年
間
実
施
し

て
き
た
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
踏

ま
え
つ
つ
、24
年

度
は
特
に
Ａｃ
ｔ

（
行
動
）に
力
点

を
置
き
、施
策

を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

家
庭
な
ら
び
に
地
域
の
教
育
力
の
向
上

●
社
会
教
育
指
導
員
の
増
員
に
よ
る
家
庭

　
教
育
学
級
へ
の
支
援
強
化

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
相
互
連
携
に
よ   

　
る
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
推
進

学
習
成
果
を
生
か
す
環
境
の
整
備

●
ア
ナ
ロ
グ
・
デ
ジ
タ
ル
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
の
整
備

●
事
業
の
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
実
施
に
よ
る

　
学
習
講
座
内
容
・
系
統
性
の
改
善

●
社
会
教
育
施
設
無
料
化
の
一
環
と
し
て
、

　

屋
外
プ
ー
ル
で
の
中
学
生
以
下
無
料
化

　
完
全
実
施

豊
か
な
文
化
芸
術
の
振
興

●「
観
る
・
創
る
・
学
ぶ
・
集
う
」
を
コ
ン
セ

　
プ
ト
と
し
た
森
の
ホ
ー
ル
２１
で
の
各
種
鑑

　

賞
事
業
の
実
施

●
博
物
館
企
画
展
「
東
日
本
の
古
墳
と
渡

　
来
文
化
」
の
開
催

●
戸
定
歴
史
館
企
画
展
「
德
川
昭
武
が
果

　
た
し
た
国
際
交
流
へ
の
貢
献
」
の
開
催

●
子
ど
も
が
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
の
提

　

供
●
そ
の
他
各
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

市
民
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興

●
新
松
戸
地
区
に
市
内
三
番
目
の
総
合
型

　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
設
立

「
で
き
る
か
ら
や
る
」「
や
る
か
ら
で
き
る
」

学
習
サ
イ
ク
ル
の
推
進

●
教
育
課
程
の
改
善
と
効
果
的
な
学
習
指
導

　
の
展
開

●
計
画
的
な
職
能
開
発
と
教
職
員
個
々
の

　
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
研
修
・
研
究
の
整
備

言
語
活
用
科
を
軸
に
し
た
小
中
一
貫
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
促
進

●
英
語
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）
教
材
な

　
ど
の
有
効
活
用

●
教
育
課
程
特
例
校
の
強
み
を
生
か
し
た「
文

　

字
や
発
音
」「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
へ
の

　

取
り
組
み
の
重
視

●
言
語
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
積
極

　
的
な
取
り
組
み
へ
の
支
援

●
小
・
中
学
校
連
携
に
よ
る
研
究
活
動
の
推
進

子
ど
も
の
成
長
・
自
立
を
図
る
特
別
支
援

教
育
の
推
進

●
特
別
支
援
教
育
の
推
進
と
校
内
支
援
体
制

　
の
充
実

●
特
別
支
援
教
育
の
指
導
体
制
の
整
備

●
Ｑ-

Ｕ（
楽
し
い
学
校
生
活
を
送
る
た
め

　
の
ア
ン
ケ
ー
ト
）
調
査
を
活
用
し
た
生

　
徒
指
導
の
充
実

●
教
育
相
談
と
適
応
指
導
の
充
実

学
力
を
下
支
え
す
る
安
全
・
安
心
な
学
校

づ
く
り
の
推
進

●
施
設
耐
震
改
修
工
事
の
計
画
的
実
施

●
放
射
能
対
策
の
着
実
な
進
展

●
Ｑ
Ｃ（
品
質
管
理
）
的
手
法
を
重
視
し
た

　
問
題
解
決
力
の
向
上

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
校
務
の
合
理
化
と

教
育
環
境
整
備
の
推
進

●
事
務
改
善
の
継
続
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
拡
充

●
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上

●
東
部
地
区
に
お
け
る
小
学
校
建
設
計
画
の
推
進

個
性
や
才
能
を
伸
ば
す
魅
力
あ
る
市
立
高
校

の
創
造

●
小
・
中
・
高
等
学
校
の
連
携
と
教
育
セ

　
ン
タ
ー
機
能
の
充
実

●
学
級
定
数
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
研
究
推
進

教
育
施
策
方
針

平
成
24
年
度

社
会
教
育
の
重
点

学
校
教
育
の
重
点

教
育
施
策
方
針
を

発
表
す
る
山
根
教
育
長

教
育
施
策
方
針
を

発
表
す
る
山
根
教
育
長

市
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
を
描
き
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

ト
」「
松
戸
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
内
容
の
充
実
、
エ
リ
ア
の

拡
充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
年
間
を

通
じ
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
と
し
て
の
都

市
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
高
め
て
い
く

と
と
も
に
、
市
内
外
か
ら
人
を
引
き

付
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト

を
担
う
地
域
や
関
係
者
を
積
極
的
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

情
報
の
提
供
機
能
、
民
間
企
業
と
地

域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
な
ど
を

併
せ
持
っ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
核

と
な
る
ま
ち
づ
く
り
団
体
や
ま
ち
づ

く
り
会
社
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る

と
と
も
に
、
歴
史
・
文
化
の
視
点
か

ら
地
域
の
活
力
や
魅
力
を
高
め
て
い

く
た
め
の
基
本
的
な
方
針
の
策
定
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
内
在
住
の
芸
術
家
や

学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る
市
民
会
議

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
市
民
意
識

調
査
を
実
施
し
、
本
市
に
お
け
る
文

化
芸
術
振
興
に
関
す
る
現
状
や
、
市

民
ニ
ー
ズ
等
に
つ
い
て
把
握
し
て
い

き
ま
す
。

　

私
は
、
就
任
以
来
、
本
市
の
人

口
動
態
の
特
徴
を
最
大
の
課
題
と

捉
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、「
子
育

て
、
教
育
、
文
化
を
軸
と
し
た
都

市
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

本
市
の
人
口
は
、昨
年
夏
以
降
、

若
干
減
少
の
方
向
を
示
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
起
因
と

す
る
放
射
能
の
影
響
を
心
配
す
る

市
民
の
皆
さ
ま
の
不
安
を
取
り
除

く
こ
と
を
重
要
な
使
命
と
考
え
、

新
年
度
の
予
算
編
成
に
臨
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
早
急
に
除
染
を
進
め
る

た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
信

頼
関
係
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、

互
恵
の
精
神
に
よ
り
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、「
人
こ
そ
が
松
戸
の
最
大

の
財
産
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

本
市
に
は
街
づ
く
り
の
専
門
家

や
福
祉
関
係
者
、
芸
術
家
、
教
育

関
係
者
、
あ
る
い
は
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

松
戸
を
魅
力
あ
る
ま
ち
に
す
る

た
め
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
も
、

そ
の
よ
う
な
方
々
と
対
話
を
重
ね

な
が
ら
、
力
を
結
集
す
る
と
と
も

に
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
強

く
し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
夢
を

描
き
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
一
歩
、

ま
た
一
歩
と
市
政
を
進
め
、
四
十

八
万
市
民
の
負
託
に
応
え
て
い
き

ま
す
。

　

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
、
議
員
各
位
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
24
年

度
の
施
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

施
政
方
針
お
よ
び
教
育
施
策
方
針
の
全
文
は
、
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

□問
政
策
調
整
課
☎
366
・
７
０
７
２

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
本
部
企
画
管
理
室
☎
366
・
７
４
５
５

4

●広報まつど　2012年（平成24年）3月15日



■
創
立
四
十
周
年
記
念
「
ほ
く

そ
う
春
ま
つ
り
」
を
開
催

　

３
月
31
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３

時〔
雨
天
決
行
〕　

会
場
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
中
央
駅
前
自
由
通
路
等　

内

容
鉄
道
グ
ッ
ズ
青
空
市
、
物
産
展
、

ビ
ン
ゴ
大
会
、ミ
ニ
電
車
、プ
ラ
レ
ー

ル
、
鉄
道
模
型
運
転
会
等

北
総
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議
会

（
北
総
鉄
道
㈱
企
画
室
）
☎
047
・

445
・
１
９
０
２

■
八
ケ
崎
六
丁
目
の
一
部
地
区

で
地
図
作
成
の
た
め
の
説
明
会

を
実
施

　

千
葉
地
方
法
務
局
で
は
、
法
務
局

の
地
図
と
現
地
が
大
き
く
異
な
る
地

区
に
つ
い
て
、
正
確
な
地
図
を
作
る

作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
24

年
度
は
八
ケ
崎
六
丁
目
の
一
部
地
区

が
対
象
で
す
。

　

地
図
作
り
に
は
、
当
該
地
区
の
土

地
所
有
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必

要
で
す
。
説
明
会
の
日
時
・
会
場
等

に
つ
い
て
は
該
当
者
に
文
書
で
ご
案

内
し
ま
す
の
で
、
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。

同
局
不
動
産
登
記
部
門
☎
043
・

302
・
１
３
１
２

■
「
老
人
ホ
ー
ム
」
あ
れ
こ
れ

〜
上
手
な
ホ
ー
ム
の
選
び
方
〜

　

３
月
23
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜
正

午  

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー　

講
師
老
人
ホ
ー
ム
相
談
員
・
松
本
緑

氏　

対
象
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

定
員
先
着
二
十
人　

費
用
無
料

 

電
話
で
新
松
戸
地
区
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
346
・
２
５
０
０
へ

■
松
戸
商
工
会
議
所
創
立
六
十

周
年
記
念
「
な
ん
で
も
相
談
会
」

　

３
月
24
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
３
時　

会
場
伊
勢
丹
松
戸
店　

相

談
内
容
法
律
・
相
続
・
税
金
・
登
記
・

建
築
設
計
・
年
金
・
社
会
保
険
・
労

働
保
険
な
ど
、
生
活
上
の
こ
と
で
悩

ん
だ
り
困
っ
た
り
し
て
い
る
事　

相

談
担
当
者
弁
護
士
・
税
理
士
・
司
法

書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
一
級
建

築
士
・
行
政
書
士　

定
員
相
談
員
ご

と
に
先
着
順　

費
用
無
料

同
会
議
所
☎
364
・
３
１
１
１

■
４
〜
９
月
の
間
、
江
戸
川
河

川
敷
ス
ポ
ー
ツ
施
設
出
入
口

ゲ
ー
ト
の
開
放
時
間
を
午
前
７

時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分
に
変

更
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
363
・
９
２
４
１

■
植
木
の
剪
定

　

４
〜
６
月
ま
で
の
植
木
剪
定
（
枝

お
ろ
し
・
刈
り
込
み
）
の
予
約
（
月

百
件
程
度
ま
で
）を
受
け
付
け
ま
す
。

　

費
用
作
業
内
容
に
よ
り
積
算

 

電
話
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
330
・
５
０
０
５
へ

■
平
成
24
年
度
固
定
資
産
の
縦
覧

　

４
月
２
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈫（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時　

会
場
固
定
資
産

税
課　

持
ち
物
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
等
）、
法
人
の

場
合
は
代
表
者
印
の
押
印
さ
れ
た
委

任
状
（
個
人
の
委
任
状
に
も
委
任
者

の
押
印
が
必
要
）

※
自
己
所
有
の
固
定
資
産
の
課
税
内

容
に
つ
い
て
は
、
４
月
上
旬
に
発

送
予
定
の
納
税
通
知
書
に
つ
づ
ら

れ
て
い
る
「
課
税
資
産
の
内
訳
」

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
課
☎
366
・
７
３
２
３

■
松
戸
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

３
月
22
日
㈭
午
後
２
時
30
分
か
ら

会
場
市
役
所
別
館
地
下
一
階
研
修
室

傍
聴
定
員
先
着
十
人

※
議
題
等
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

介
護
支
援
課
☎
366
・
７
３
７
０

■
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故

に
よ
り
松
戸
市
へ
避
難
し
、
全

国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
に
登

録
し
て
い
な
い
人
は
ご
登
録
を

お
願
い
し
ま
す

地
域
振
興
課
☎
366
・
７
３
１
８

■
４
月
１
日
号
か
ら
広
報
ま
つ

ど
が
読
み
や
す
い
書
体
に

　

読
み
や
す
さ
の
向
上
が
期
待
で
き

る
書
体（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
）を
４
月
１
日
㈰
発
行
の

広
報
ま
つ
ど
よ
り
取
り
入
れ
ま
す
。

広
報
担
当
室
☎
366
・
７
３
２
０

子ども手当申請期限〔3月31日㈯〕が迫っています

 期限までに申請を行わなかった場合は、
平成23年10月分からの手当を
受け取ることができなくなります

県営住宅空き家の入居者を募集

　平成23年10月分からの子ども手当を受け取るためには、10月より前に手当を受け
取っていた人も含め、対象のお子さんを養育する全ての人が申請をする必要があります。
　まだ、手続きをしていない人は、早めに申請をしてください。
　郵送の受付期限は、３月31日㈯〔消印有効〕です。
※10月以降に出生、転入の場合は、その翌日か
ら15日以内に申請する必要があります（さか
のぼって受け取れません）。

※公務員は勤務先で手続きをしてください。
□問子育て支援課児童給付担当室☎366－3127

　募集期間４月11日㈬～25日㈬　入居資格①所定の方法により算出した月収が、
一般＝158,000円以下、高齢者・身体障害者等（条件あり）＝214,000円以
下②現に住宅に困窮していて、原則として同居親族があること
※募集案内書は、４月10日㈫ごろから、東葛飾地域振興事務所および市住宅政
策課・各支所・行政サービスセンターで配布。

※公営住宅法の改正に伴い、受付期間が通常と異なっています。詳しくは募集案
内書で確認ください。
□問千葉県住宅供給公社県営住宅管理部募集課☎043－222－9200

　公表の内容①市民の皆さんから寄せられた意見の概
要②意見に対する市の考え方③計画案　公表の方法①
市のホームページへの掲載②高齢者福祉課・介護支援
課・行政資料センター・各支所での閲覧
□問高齢者福祉課☎366－7346、介護支援課☎366－
7370

「第6期松戸市高齢者保健福祉
計画および第5期松戸市介護保
険事業計画（案）」についてのパ
ブリックコメント（意見募集）手
続実施結果を公表

　

平
成
23
年
10
月
12
日
か
ら
平
成
23
年
11

月
25
日
ま
で
の
期
間
に
実
施
し
た
定
期
監

査
結
果
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
24
年
２
月
８
日

松
戸
市
監
査
委
員　

池
田　
　

明

　
　
　

同　
　
　
　

三
好　
　

徹

　
　
　

同　
　
　
　

市
川　

恵
一

　
　
　

同　
　
　
　

石
川　

龍
之

定
期
監
査

●
監
査
の
対
象
＝
市
民
環
境
本
部
・
農
業

委
員
会

●
監
査
の
結
果
＝
監
査
の
結
果
は
、
適
正

に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

※
監
査
結
果
の
全
文
は
、
行
政
資
料
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア

ド
レ
ス
は
一
面
右
上
参
照
）
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

□問
監
査
委
員
事
務
局
☎
366
・
７
３
８
５

監
査
の
結
果
を

公
表
し
ま
す

3月16日㈮から

　4月1日㈰午前9時樋野口「川の一里
塚」（松戸駅西口から江戸川方向つき
あたりの堤防上）集合、正午現地解散
〔雨天中止〕　内容野草を観察しなが
ら里見公園（市川市）までの約6kmを
散策　定員先着30人　持ち物飲み物
費用無料
□申電話で江戸川を守る会松戸支部事務
局（河川清流課内）☎366－7359へ

江戸川ハイキング
野草をたずねて

市長室ギャラリーを
公開します

　松戸美術会、松戸市書
道展運営委員会の協力に
より、市長室に展示して
いる市民の皆さんの絵画、
書道作品を公開します。
　今回は書を入れ替え、新たに小・中学
生の書初展入賞作品を展示します。
□問秘書課☎366－7303

介護支援課からのお知らせ
介護保険認定調査員を募集
　勤務内容要介護（要支援）認定申請者との面接および
認定審査に必要な調査等　対象保健師・看護師・社会福
祉士・介護支援専門員のうちいずれかの資格を持つ59
歳以下の人　時給1,340円
※市内の医療機関勤務者の応募はできません。
□申3月30日㈮までに、電話で介護支援課☎366－
7370へ

介護保険運営協議会委員を募集
　応募資格市内在住の①40歳以上65歳未満の人②65
歳以上の人　募集人員各2人以内　任期委嘱した日から
平成26年3月31日㈪まで　選考方法市の選考委員会で
審査
□申4月10日㈫〔必着〕までに、郵送またはEメールに
「介護保険について」の意見を400字詰め原稿用紙2枚
程度・住所・氏名・年齢・性別・経歴・電話番号を記入
して、〒271－8588松戸市役所　介護支援課（☎366
－7370）、　mckaigo@city.matsudo.chiba.jpへ

3月29日㈭ 午後3時～5時
会場市長室
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、見直してみませんか？

その他のプラスチック
などのごみ

リサイクルするプラスチック

陶磁器・ガラスなどのごみ

〔リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再
回は、分別の際に特に分かりにくい項目について取り上げま
一歩。よりいっそうのご協力をよろしくお願いします。

粗大ごみ受付センター☎391－0007
（受け付けは午前8時30分から午後5時まで、日曜日・祝日、振替休日、年末年始を除く）

　文具や日用品、靴やかばんを含むゴム類・合
成皮革製品が対象です。ＣＤやビデオテープも
「その他のプラスチックなどのごみ」になります。

蛍光灯等は購入時の
ケース等でも可

電話で
お申し込み
ください

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
容
器
は

回
収
協
力
店
で
の
回
収

ま
た
は
集
団
回
収

缶
類
は「
資
源
ご
み
」

紙類は「資源ごみ」（汚れている紙類は「燃やせるごみ」）

　枝は1本が太さ直径10㎝未満で、長さ50㎝未満のものを少
量ずつ束ねてください。落ち葉や草は中身が確認できる市の認
定ポリ袋か透明ポリ袋に入れてください。

　ごみの焼却灰（飛灰）に含まれる放射性セシウムの濃度を低減
するため、引き続き、剪定枝や落ち葉、草は「資源ごみ」の日に
分別して回収します。

剪定枝等の収集は引き続き「資源ごみ」の日
に行います

　食品トレイ、シャンプー容器などリサイクルできるも
のは、必ず中身を使い切り、洗ってから出してください。
　汚れが取れないものは、「その他のプラスチックなど
のごみ」にお願いします。　
　お菓子やお茶、インスタント食品などのプラ
スチックにアルミコーティングしてある袋、小
さな薬のカプセル剤などの包装材もリサイクル
できます。身の回りには驚くほど多くのリサイ
クルできる製品があります。プラマークを目安に分別しましょう。

ま
ず
、こ
の
プ
ラ
マ
ー
ク
を

探
し
て
く
だ
さ
い

包丁やはさみなどの
刃物類は、新聞紙等
で刃先をく
る み、危 険
であること
を明記して
ください。

一番長い辺が30㎝以上50㎝未満は
「陶磁器・ガラスなどのごみ」、
50㎝以上は「粗大ごみ」になります

分別が徹底されていないとリサイクルすることができません！

ごみ収集車の火災が頻発
しています
　先日、燃やせるごみの中に中身が残っている可燃性の
スプレー缶が混入、圧縮されたことにより破裂し、車両
火災が発生しました。幸いにして大きな火災になる前に
鎮火しましたが、このような事態が続くと、収集作業員
の安全確保および適正な収
集ができなくなります。
　スプレー缶は「資源ごみ」、
ライターは「陶磁器・ガラ
スなどのごみ」です。必ず
中身を使い切ってから、分
別区分を守って出してくだ
さい。

ポリ袋に「有害ごみ」と
明記してください
ポリ袋に「有害ごみ」と
明記してください

粗大ごみ

有害ごみ

乾燥剤の分け方と出し方を教えてください

紙製の袋に入っている乾燥剤は、「燃やせるごみ」の区分になります。ビニール製の袋に入って
いる乾燥剤は、「その他のプラスチックなどのごみ」の区分になります。

散水用のビニールホースの出し方を教えてください

30㎝未満に切り、「その他のプラスチックなどのごみ」として出してください。切断しない場合
は、「粗大ごみ」になります。

古くなった薄手の布団は、ごみの日に出せますか

布団は、薄いものでも「粗大ごみ」となります。布団は3枚まで1組として扱っています。粗大ご
み受付センターへ電話でお申し込みください。

使い終わった乾電池の出し方を教えてください

「有害ごみ」になります。『有害ごみ』と明記したポリ袋に入れて、資源ごみの日に出してください
（リサイクルできる充電式電池は、リサイクル協力店に設置の回収ボックスに出してください）。

スプレー缶は、穴を開けてごみに出さなければいけないのですか

中身を使い切り、穴を開けずに「資源ごみ」に出してください。

自転車はどのように出せばいいのですか

自転車に必ず『資源ごみ』と貼り紙をして出してください。

消火器を処分したいのですが、ごみで出すことができますか

市の清掃工場では処理することができません。消火器の処分は、製造元または販売店にご相
談ください。

ビニール袋自体は、どの区分ですか

商品を入れてあったビニール袋については「リサイクルするプラスチック」の区分になります。

いつ、どうやって出せばいいの？ 分別Ｑ＆Ａ
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生ごみはよく水気を切りましょう

家庭ごみの分け方、クリンクルちゃん
ごみ減らしシンボルキャラクター

燃やせるごみ

資源ごみ

　市では、ごみを8分別して3R
生利用）〕を推進しています。今回
した。ごみの分別は3Rへの第一
□問環境業務課☎366－7333

　家庭にとっては少量の水分でも、焼
却炉に集まると大量の水分となり、燃
焼効率を大きく左右します。焼却する
前によくかき混ぜ乾燥させています
が、水分が多いとそれだけ多くのエネ
ルギーが必要になります。
　また、水分を切ると、かさも減り、
ごみ袋が破れたりすることも少なくな
ります。

　資源リサイクルセンター
では、ごみの分別の多くを
手作業で行っています。少
しでも作業がスムーズに進
むよう、ご協力ください。

　ひもで縛って出してくださ
い。濡れるとカビが生えてリサ
イクルできなくなるため、雨の
日や、雨が降りそうな日は出さ
ないでください。

使用できます
燃やせるごみの収集に、
認定ポリ袋も
　昨年から、従来の紙袋以外に、市が認定
した半透明のポリ袋による収集が始まりま
した。排出するごみの量に応じて、10・

20・30・45ℓの大き
さから使いやすいもの
を選べます。中身が見
えることによって、ご
みの減量・資源化に向
け、よりいっそうの分
別が期待できます。
　市内の小売店等でお
求めください。

　缶・ビンはキャップを外し、中をすすいで出してください。
中にタバコの吸い殻等の異物が入っているとリサイクルできま
せん。中身は必ず捨てるようお願いします。

　紙類は、段ボール、新聞・チラシ、雑誌・本、菓子類など
の紙箱、牛乳パックに分類して縛ってください。汚れの無い
コピー紙も資源ごみになります。ガムテープ等で束ねるとリ
サイクルできませんので、必ずひもを使用してください。
※牛乳パックは洗って乾かしてから、切り開いて出してくだ
さい。

週刊マンガ
新聞

雑誌雑誌

衣類・布類

出してください。出
サイクルできまリサイク

　回収協力店については、「平
成24年度版 家庭ごみの分け
方出し方」を参照してください。

キャップとラベルは
「リサイクルするプラス
チック」になります

集団回収または回収協力店
での回収となります

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は

取
り
外
し
て
く
だ
さ
い

ビ
ン
や
缶
に
混
じ
っ
て
、

ラ
イ
タ
ー
や
乾
電
池
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

４
月
２
日
㈪
の
収
集
か
ら
、

ポ
リ
袋
で
も
出
せ
ま
す

3月15日発行の
「平成24年度版 家庭ごみの分け方出し方」
を今号と併せてお読みください

新聞新聞

ペットボトル

段ボール段ボール

　燃やせるごみにスプレー
缶などが混じっていると、
焼却炉が壊れる場合もあり
ます。また、混じっていた
ライターやマッチが可燃物
に引火して、ごみピットか
ら火災が発生したケースも
あります。

　いったん、焼却炉が壊れるとごみの収集がストップしてし
まいます。また、金属類が混じることによってごみのかさが
増えると、その分処理費用もかさみます。「燃やせるごみ」に
は、絶対にスプレー缶やライターなどを入れないでください。

混ぜないで！  
スプレー缶などの金属類

燃焼炉の中で燃え残る缶

　ごみは一部の資源化物を
除き、燃やして灰にするか、
破砕圧縮して埋める方法で
処理しています。
　ごみを減らすことは、税金
の節約にもつながります。

ごみを減らし、資源を有効に利用する資源循環型社会を作っていくための3つのキーワード

不要なものを買わない、買う場合は繰り返し使える製品を選ぶなど、ごみを出さない生活を心掛けましょう。

●リデュース（発生抑制）
ごみを出さない努力をしましょう。例えば、マイバッグを使ったり、詰め替えので
きる商品を選んだり、必要のない過剰な包装を断ったりすることは、日常生活の
中で無理なく始められます。
●リユース（再使用）
物を大切にし、できるだけ長く繰り返し使いましょう。捨てようとしていた品物は
修理・修繕してまだ使えませんか。

●リサイクル（再生利用）
使い終わったらもう一度原料として利用するため、ごみの分別を徹底することが
大切になります。

合言葉は3R合言葉は3R 変えませんか？ ライフスタイル

Reduce
（リデュース）

Reuse
（リユース）

Recycle
（リサイクル）

市の年間総ごみ量は
約13万6,375トン
（平成22年度）

市の年間ごみ処理経費（単価）
区　分 平成22年度

1トンあたり 49,429円
31,780円
13,880円

1世帯あたり
1人あたり

◯◯
◯◯

ジュ
ース
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　平成24年度の有料駐輪場定期使用者を、空き台数の有無を問わず（空き状況
は右表参照）募集します。
　駐輪場に「空き」がない場合は、申し込み後「空き」が生じるまで待機する
か、再度「空き」がある駐輪場に申し込んでください。なお、「空き」がある
駐輪場を4月1日から使用したい場合は、3月22日㈭までに受付場所へ申請書を
提出してください（電子申請は、随時募集では受け付けていません）。
　定期使用できる車種防犯登録を受けた自転車、原動機付き自転車（50cc以
下）　申請書の配布・受付場所指定駐輪場の管理棟（指定駐輪場は、右表の※の
ついた駐輪場の他、松戸駅東口、馬橋駅西口、新松戸駅西口第7、北小金駅南口
第1、八柱駅南口第1、五香駅東口第3）　受付時間午前7時～午後7時30分　結
果通知先着順に受け付け後、10日前後で結果を通知

管理不全な状態とする空き家等
●建物等の倒壊や破損により、人の生命・身体・財産に被害を及ぼす恐
れがある状態のもの
●侵入者等により、犯罪を誘発する恐れがある状態のもの
●樹木の繁茂やねずみ・害虫の発生により、周囲の生活環境の保全に支
障を及ぼす恐れがある状態のもの

市の対応
①情報提供等を受けて、空き家の状況や、所有者等の調査を行います
②調査に基づいて、所有者等に対して指導や助言を行います
③指導や助言を行ったにもかかわらず、空き家等の状況に改善がない場
合は勧告を行います
④所有者等が勧告に従わない場合は、期限を定めて必要な措置を命令し
ます
⑤所有者等が正当な理由なく命令に従わない場合は、意見を聞いた上で、
所有者等の住所・氏名・空き家等の住所・命令の内容を公表します
□問生活安全課防犯対策担当室☎366－7285

　市では平成16年4月に、犯罪やめいわく行為の起こらない住み
やすいまちを目指して「松戸市安全で快適なまちづくり条例」を
制定しました。安全で暮らしやすいまちを実現するためには、皆
さんの協力が必要です。お互いに協力し合い、一人ひとりがマ
ナーを守るよう心掛けましょう。
□問生活安全課☎366－7341

市全域の公共の場所では、次のめいわく行為が禁止
されています
●ポイ捨て　●落書き　●犬・猫のふんの放置　●置き看板等
の道路上放置　●つきまとい勧誘　●ピンクビラの掲示・配布
●通行の妨げになる営利目的の路上宣伝
※公共の場所での歩行喫煙は、大変危険なのでやめましょう。

　条例により、松戸駅周辺、新松戸駅周辺および八柱駅周辺は
「重点推進地区」に指定されています。
　重点推進地区内では、指導・監視員がパトロールを実施し、路
上喫煙およびポイ捨てを行った者を発見した場合には、条例違反
として2,000円の過料を徴収しています。
※重点推進地区内の指定喫煙場所を利用する際には、吸わない人
への思いやりをもって灰皿の近くで吸いましょう（八柱駅周辺
には指定喫煙場所はありません）。

重点推進地区内に
は、左のような路
面標示があります

　放置自転車があると、歩行者や車両の通行を妨げ、災害時など一刻を争
う緊急事態に、迅速な救命・救急活動を行うことができなくなります。
　市では、松戸駅周辺をはじめ市内の駅周辺を自転車の放置禁止区域に条
例で指定しています。自転車は放置せず、駐輪場の利用をお願いします。

平成
24年度

□問生活安全課自転車対策担当室☎366－7439

市営有料駐輪場の
定期使用者を随時募集

　管理不全なまま放置されている
空き家等の増加により、事故の発
生や犯罪の誘発等、周囲の生活環
境の悪化を引き起こすことが懸念
されています。
　市では、こうした事態を防止し、
安全で暮らしやすいまちづくりを
推進するため、4月1日より施行さ
れる「空き家等の適正管理に関す
る条例」に基づき、常時無人の空
き家の所有者等に対して適正管理
を促していきます。

「空き家等の適正管理に関する
条例」を施行します

マナーを守る人の住むまちへ
ご存じですか？ 松戸市のルール

重点推進地区

重点推進地区

「ちょっとのつもりが迷惑に」自転車は駐輪場に置きましょう

●駐輪場使用料 定期使用（月額）

区　分

自転車

原動機付き自転車

一般
高校生以下

屋根あり 屋根なし 屋根あり 屋根なし
1,500円 1,000円 1,200円 800円
1,000円 700円 800円 500円
2,200円 1,700円 1,800円 1,400円

最寄りの駅からの距離が
200m以内の駐輪場

最寄りの駅からの距離が
200mを超える駐輪場

駐輪場名 空き台数車　種
北小金駅北口高架下
北小金駅北口参道第１
八柱駅南口第２
八柱駅北口第２

八柱駅北口第３

常盤平駅北口第１

常盤平駅北口第２

常盤平駅北口第３

五香駅東口第２

五香駅東口第２
五香駅東口第４
五香駅西口第２

松戸新田駅北口第１

稔台駅南口第１
稔台駅南口第１
六実駅第１

六実駅第２　

六実駅第２　
矢切駅第１
矢切駅第２

矢切駅第３

小金城趾駅第１

原　付
自転車
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
自転車
原　付
自転車
自転車
自転車
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
自転車
原　付
自転車
原　付

★○
※★

★

※

★○

○
★○

※★

※
★
★

※

★
※★
★

★

※★

27
260
152
37
243
61
212
25
36
30
198
8
30
294
85
125
109
3

271
19
522
23
26
218
1

155
84
7
53
1

空き台数車　種駐輪場名

松戸駅東口高架下
松戸駅西口公園下
松戸駅西口高架下
松戸駅西口第２

北松戸駅東口第１

北松戸駅東口第２

北松戸駅西口

北松戸駅西口地下
馬橋駅東口高架下

馬橋駅東口高架下　

馬橋駅西口高架下
新松戸駅東口第１

新松戸駅西口第１

新松戸駅西口第３
新松戸駅西口第４
新松戸駅西口第５
新松戸駅西口高架下第１

新松戸駅西口高架下第２

新松戸駅西口高架下第３

北小金駅南口第２
北小金駅北口第２

◯
※○
○
★○

※

※○

○
※○

★○

★○
★

★

★
★
★

★○

★○

★
※

原　付
自転車
原　付
自転車
自転車
原　付
自転車
自転車
原　付
自転車
自転車
自転車
原　付
原　付
原　付
自転車
原　付
自転車
自転車
自転車
自転車
自転車
原　付
自転車
原　付
自転車
自転車

6
618
27
21
54
67
27
708
40
475
68
231
60
17
15
19
48
84
16
1

280
622
41
510
10
35
13

●有料駐輪場の空き台数
（★印は屋根のない駐輪場、○印は駅か
ら200mを超える駐輪場）

4月1日か
ら

JR武蔵野線

8

●広報まつど　2012年（平成24年）3月15日



　歯が溶け過ぎて大きく崩れてしまった場合の最終手段は抜歯になり
ます。歯周病の場合は、歯を支えている歯槽骨という硬い骨が歯の周
りから溶け過ぎて無くなってしまうと、歯は支えを失い抜けてしまう
か抜歯になります。
　いろいろな原因はありますが、歯に何らかの衝撃があり、歯自体が
割れてしまう場合も抜歯になります。交通事故などの不慮の事故で歯
が抜けてしまうこともあります。このように抜歯になってしまった場
合、前から奥に数えて7番目の歯の上下左右、28本（標準数）は、基
本的に補う必要があります。親知らず（前から８番目）は、対象外の
ことが多いようです。
　一般的に、失った歯の代わりを人工的に補う方法としては、入れ歯、
ブリッジ、歯科インプラントがあります。
　入れ歯はほとんどの場合、どの人にでもどの場所にでも作ることが
できます。唯一、空間がない場所には作れません。本来歯があった空
間がなくなる大きな原因は、抜いたままの状態を長年放置した場合、
反対側の歯が伸びてきて空間を埋めてしまうためです。抜歯の後には
傷が治ったら、噛み合わせの平面が崩れてしまう前に、何らかの人工
の歯を入れて置く必要があります。
　ブリッジは支える歯が必要になるので、失った歯の両脇に歯がない
と作れません。また、歯はあっても、重度の歯周病で歯の支えの骨が
少なくなりすぎている場合も不向きです。
　歯科インプラントは、残っている歯の本数での制限はありませんが、
歯槽骨が最低１センチほどの高さがないと、歯根の代わりになるイン
プラント体を埋めることができません。幅も数ミリ必要です。妊婦や
高年齢者、また重度の糖尿病や、循環器疾患、骨粗しょう症、重度の
疾患がある人は不向きです。
　かめる力の大きさの順では、歯科インプラント、ブリッジ、入れ歯
の順です。さらに、口の中で違和感が少ないのもこの順です。
　残っている歯の数、年齢、健康、金銭面などさまざまな理由があり
ますが、一番良くないことは歯を抜いたまま放置することです。特に
前から６・７番目にある奥歯を抜いたままにしておくと、他の歯に負
担を掛けて、残っている歯が崩壊しやすくなります。
　もし歯を抜いたままで放置している人がいたら、今後のトラブルを
防止するためにも早めに歯科医院でご相談ください。

松戸歯科医師会　　http://matsudo.cda.or.jp/

164歯を大切に

歯を抜いた後の治療法 はり、きゅう、あん摩等施術費助成券の交付申請を受
け付け
　対象市内に住所登録があり、末梢神経または運動器官に自覚症状を持
つ65歳以上の人および身体等の障害手帳の交付を受けている18歳以上
の人　助成額1回800円　助成内容4月1日㈰から、市に登録している
施術所で1日1回、年間最大24回（助成券は申請月から月2枚の割合で
交付）を限度として利用可能（ただし各種健康保険や生活保護法による
施術との併用はできません）　申請に必要なもの身分を確認できるもの
〔健康保険証、運転免許証等（65歳未満の人は身体等の障害にかかる
手帳）〕、印鑑　申請受付場所3月28日㈬から、保健福祉課または各支
所で
※市に登録している施術所の一覧は、市のホームページをご覧ください。
□問保健福祉課管理班☎366－7485

松戸健康福祉センター（松戸保健所）各種無料相談

　これまでは、高額な外来診療を受けたとき、1カ月の窓口負担が自己
負担限度額以上になった場合でも、いったんその額をお支払いいただき、
限度額を超える分は後で医療保険者から高額療養費としてお返ししてい
ました。
　4月1日㈰からは、医療機関等の窓口に限度額適用認定証等を提示す
れば、入院だけでなく外来でも、限度額を超える分を支払う必要はなく
なります。
　詳しくは、ご加入の医療保険者にご相談ください（会社等にお勤めの
人は、勤務先にお問い合わせください）。
□問国民健康保険加入者＝保険課☎366－7293、後期高齢者医療制度
の加入者＝広域保険担当室☎366－7342

問

救急医療体制
◆テレホン案内サービス
☎366－0010
〔当日の医療機関（待機病院、休
日在宅当直医、夜間小児急病セ
ンター、休日土曜日夜間歯科診
療所等）を案内〕
平日
　午後4時30分～翌日午前9時
休日と土曜日
　午前9時～翌日午前9時

◆夜間小児急病センター
（小児初期内科系疾患）
☎360－8900
市立病院となり
毎日午後6時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
☎365－3430
衛生会館2階　
午後8時～11時

※電話番号のかけ間違いにご注意ください。

夜間小児急病センター
上本郷4005

松戸駅
JR常磐線北松戸 金町

柏 税務署 金町

市役所

東葛飾合同庁舎中央保健福祉
センター

新
京
成線 東口

国道6号

上本郷

休日土曜日夜間歯科診療所
竹ケ花45の53

衛生会館

松戸新田駅 上本郷駅

北松戸駅

みのり台

馬橋

松戸

松戸

●神社

●神社

国道6号

市立病院

JR常磐線

新京成線

東口

夜間小児
急病センター

問同センター☎361－2121㈹

　　　　高額な外来診療を受ける人は、
「認定証」等を提示すれば窓口での支払いが

一定の金額にとどめられます

4月1日㈰
から

時間☆＝午前9時30分、★＝午後1時30分からの各3時間　対象③文字入力でき
る人⑤～⑦Excel経験者⑧データベースの知識のある人　定員各①～⑨10人⑩～
⑮20人　費用各①～⑥⑧⑨12,000円⑦6,000円⑩20,000円他⑪50,000円他
⑫45,000円他⑬60,000円他⑭3,000円他⑮6,000円他
※受付開始時間に定員を超えた場合はその場で抽選。
□申3月21日㈬午前9時から、受講料を添えて直接松戸地域職業訓練センター（小金
原1の19の3、☎349－3200）へ

松戸地域職業訓練センター講座 使用OS＝Windows7

講座名 日　時

Wordを使った文書作成講座
～仕事に役立てよう！～
学んで活かそうWord講座
～日常生活に役立てよう！～
Excelを使った表計算講座
～仕事に役立てよう！～
Excel応用講座
～実践的関数をたくさん覚えよう！～
Excel活用講座
～事務処理の効率化を図ろう！～
Excel演習講座
～実践力を身につけよう！～
Access基礎講座
～データベースを連携しよう！～
Power Point基礎講座
～視覚にうったえる資料を作成しよう！～

日商簿記3級受験講座

宅地建物取引主任者受験講座

行政書士受験講座  

2級建築士受験講座（学科コース）

日曜大工講座

②

① 初めてのパソコン（Windows）講座
～パソコンを楽しもう！～ 4/9㈪～12㈭☆

4/5㈭・6㈮☆★

4/23㈪～26㈭★

4/14㈯・21㈯☆★

4/16㈪～19㈭☆

4/23㈪～26㈭☆

4/27㈮☆★

4/16㈪～19㈭★

4/9㈪～12㈭★

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
⑮

4/13～ 6/4の毎週月・水・金曜日〔全20回〕
9:30～11:30　※4/30、5/2・4は休講
4/17～ 8/28の毎週火・木曜日〔全35回〕
18:30～ 21:00　※5/1・3、8/14・16は休講
4/23～ 8/20の毎週月・水曜日〔全30回〕
18:30～ 21:00　※4/30、5/2、7/16、8/13・
15は休講
4/19～6/30の毎週火・木・土曜日〔全29回〕
18:30～21:00（ただし土曜日は18:00から）
※5/1・3・5は休講

1カ月コース〔全2回〕
2カ月コース〔全4回〕

4/8㈰・15㈰9:00～12:00
4/8㈰・15㈰、5/13㈰・20㈰9:00～12:00

講座名 日　時 定員 費 用
リフレッシュ
エクササイズ
〔全12回〕

疲労回復健康ヨガ
〔全8回〕

ビジネスに役立つ
話し方教室
〔全8回〕

4/11～6/27の
毎週水曜日
18:30～20:30

40人

20人

20人 1,000円

無料

無料

4/18～6/6の
毎週水曜日
18:30～20:30
4/18～6/13の
毎週水曜日
（5/2を除く）
19:00～20:30

対象市内在住・在勤の勤労者お
よび就職を希望する人
※定員を超えた場合は抽選。
□申３月25日㈰〔必着〕までに、
往復ハガキに住所・氏名（ふり
がな）・年齢・電話番号・性
別・就労の有無・講座名と返信
用宛名を記入して、〒271－
0077松戸市根本8の11　勤
労会館（☎365－9666）へ

勤労会館ふれあい教室

予約・問い合わせ

☎361－2138

☎361－2139

☎361－6651

相談名（原則予約制） 日　時
4/19㈭9:00～14:30
4/10㈫13:30～15:00
4/24㈫13:30～15:30
4/10㈫・23㈪1４:00～1６:00
4/19㈭14:00～16:30
4/17㈫13:30～14:30
4/17㈫17:30～19:00

不妊相談 電話（予約不要）
来所

思春期相談
精神保健福祉相談
酒害相談

DV相談

エイズ検査

電話（予約不要）
来所

即日検査
夜間検査
※エイズ検査は匿名・無料。
※梅毒、クラミジア、B型・C型肝炎の検査も可。

月～金曜日 9:00～17:00
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※都合により会場等は変更になる場合があります。※このコーナーへの掲載は1団体年度1回です。

新松戸社交ダンスサークル
毎週火曜日午後7時～8時50分　 新

松戸市民センター　 月3,000円（入会
金1,000円）　 福本☎345－7508
ガールスカウト千葉県第26団
月2回日曜日午前10時～正午　 小金

市民センター　 小学生以上の女子　
月1,500円　（入会金3,000円）　 丸山
☎341－0500
山の会・峠（軽登山・ハイキング）
毎月第1木曜日午後6時～8時　 ゆう

まつど　 月500円（入会金1,000円）　
吉田☎391－1894

スイートピーダンスサークル（社交ダンス）
毎週日曜日午後1時～3時　 新松戸市

民センター　 月3,000円（入会金1,000
円）　 右近（うこん）☎342－8640
小金原ソフトエアロビクス
毎週水曜日午前9時15分～11時　

小金原体育館　 月2,300円（入会金
1,000円）　 中原☎341－3798

ビビットF・C（エアロビクス）
毎週月曜日（第4週を除く）午前9時30

分～11時　 運動公園小体育室　 先着
20人　 月1,500円(入会金500円)　
飯塚☎347－1898
松戸文化講座サークル①朗読②油絵
毎月第1・3①木曜日午後2時～4時②土

曜日午後2時～6時　 常盤平市民セン
ター　 月①2,000円②3,500円（入会
金なし）　 大貫☎080－1226－1332
クルミダンス（社交ダンス）
毎週木曜日午後7時～9時　 稔台市民

センター　 初・中級者　 月4,000円
（入会金1,000円 ）　 大場☎070－
5552－8372
ピンクダイヤモンズ（チア・ショートフラッ
グバトン）
毎週土曜日午後3時～4時30分　 和

名ケ谷スポーツセンター　 月4,000円
（入会金6,000円）　 渡部（わたべ）☎
090－2748－5305

八ケ崎健康体操クラブ
毎週月曜日午前9時～10時30分　 八

ケ崎市民センター他　 55歳以上の女
性　 先着3人　 月2,000円（入会金
1,000円）　 安蒜☎344－0913
キッズリズム体操ホップ・アップ
毎週土曜日午後4時30分～6時　 運

動公園小体育室　 小学生　 月2,500
円（入会金1,000円）　 土屋☎090－
2633－7827
松戸太極拳同好会
毎週①火曜日午後1時～3時②水曜日午

前10時～正午③木曜日午前10時～正午
④金曜日午前10時～正午⑤土曜日午前
10時～正午⑥日曜日午後6時～8時　
①柿ノ木台公園体育館②市民会館③運動公
園武道館④⑥明市民センター⑤常盤平体育
館　 月3,000円（入会金2,000円）　
高科☎362－6080

小金原ビクトリー（少年野球）
毎週土・日曜日、祝日各午前9時～午後

5時　 栗ケ沢小学校他　 小学生　
月1,000円（入会金1,000円）　 小野
塚☎090－1550－8045
MBC松戸ベアーズ（ミニバスケットボール）
毎週水・金・土・日曜日、祝日の午後5時

から他　 柿ノ木台小学校　 小学1～5
年生　 月2,000円（入会金1,500円）　
山本☎361－4110

古武術サークル “忍”
毎週火曜日午後7時～9時　 青少年会

館　 市内在住の小学生以上の人　 月
3,000円（入会金なし）　 淺野（あさの）
☎080－3009－8023
民謡合唱団コアラK組（発声練習）
毎月第1・3土曜日午後7時～9時　 八

ケ崎市民センター　 月1,000円（入会
金1,000円）　 川崎☎342－0256
歌ひろば（童謡とポピュラー）
毎週月曜日午前10時～正午　 ゆうま

つど　 1回1,000円（入会金なし）　
上田☎090－2253－2429

常盤平児童福祉館☎387－3320
わくわく広場（わんぱく組）毎週水曜日（4日を除く）
午前10時30分～11時30分（よちよち組）毎週木曜日
（５日を除く）午前10時30分～11時（はいはい組）
13日㈮・20日㈮午前10時30分～11時
パソコン教室28日㈯午前10時～11時30分、午後1時
15分～2時45分　内容パソコンをもっと活用しよう　対
象小学1年生以上
中高生の広場（TAPS）14日㈯・28日㈯午後5時～7時
内容新中学1年生歓迎会他

移動児童館☎387－3320
わくわく広場六実市民センター10日㈫・24日㈫午前10
時～11時45分　東部スポーツパーク毎週水曜日（4日
を除く）午前10時～正午　小金北市民センター毎週木
曜日（5日を除く）（なかよし組）午前10時20分から（わ
んぱく組）午前11時から　稔台市民センター毎週金曜
日（6日を除く）（なかよし組）午前10時20分から（わ
んぱく組）午前11時から　内容体操・手遊び他
あそぼう会柿ノ木台公園体育館毎週水曜日（4日を除く）
午後3時15分～4時45分　馬橋市民センター毎週木曜
日（5日を除く）午後3時15分～5時　稔台市民センター

毎週金曜日（6日を除く）午後3時～5時　内容みんなで
ゲーム大会　対象小学生
土曜移動児童館六実市民センター21日㈯①午前10時～
正午②午後1時30分～4時30分　内容①わくわく広場
（ボール遊び等）②あそぼう会（ゲーム大会）　対象①乳
幼児と保護者②小学生

根木内こども館☎315－2985
ひょうたんの会11日㈬午後2時～2時30分　内容手遊
びとお話　対象乳幼児と保護者
おもしろ探険くらぶ28日㈯午後3時～4時30分　内容
映画会　対象3歳以上

野菊野こども館☎331－1144
赤ちゃん広場3日㈫午後1時30分～3時　内容ママ友を
作ろう　対象0歳児と保護者
のぎっこひろば15日㈰午後1時30分～3時　内容ゲー
ムや色んな遊びを体験しよう　対象幼児と保護者・小
学生以上
中高生タイム21日㈯午後5時30分～7時30分　内容
食べてワイワイしよう他　対象中学・高校生

※全て無料。
※おおむね、わんぱく組２歳以上、よちよち組９カ月
以上～２歳未満、はいはい組８カ月以下、なかよし
組２歳以下。

4月

春休み天文教室「体験！プラネ
タリウム」
　3月28日㈬午後1時30分～3時　会場
市民会館プラネタリウム室　内容プラネタ
リウムの歴史や仕組みを学ぶ　対象小学3
～6年生　定員先着20人（要予約、子ど
もは保護者同伴）　費用無料
□申電話で同館☎368－1237へ

星空観望会
　3月31日㈯午後6時～8時　会場市民会
館プラネタリウム室　内容星空案内と天体
望遠鏡での観望〔雨
天曇天の場合はプラ
ネタリウムのみ〕　
定員先着80人（要
予約、子どもは保護
者同伴）　費用無料
□申電話で同館☎368
－1237へ

　実習期間7月29日㈰＝合同演習、8月2日㈭～22日㈬（月曜日を除
く）の間の6日間＝実務演習（計7日間）　対象①大学または大学院に在
学中で、学芸員資格取得に必要な単位のうち、博物館実習以外の単位を
全て取得している人②学部生の場合、最終学年に在籍している人③歴史
学・考古学・民俗学等の人文科学系の学問分野を専攻している人④全て
の日程に参加できる人　定員10人程度　申請書類①博物館実習申込書
（当館ホームページからダウンロード可）②身上書（各大学所定の書式、
学歴は中学校卒業以上を記入）③志望理由書（書式自由、800字以内）
④返信用封筒（宛先に所属する大学の実習担当部署を記入して、80円
切手を貼付）　
※選考に当たっては市内在住・出身者を優先します。
※実習の期間中、やむを得ない事情で出
席できない場合は、「博物館実習申込
書」の備考欄に理由と期間を記入して
ください。
※受け入れの可否は5月15日㈫、各大学
宛てに発送します。
□申4月17日㈫～5月1日㈫〔必着〕の間
に、申請書類①～④を直接または郵送で
〒270－2252松戸市千駄堀671　市
立博物館学芸班博物館実習担当（☎384
－8181）へ

　「まつどファミリー・サ
ポート・センター」は、地
域の中で育児の援助を行い
たい人（提供会員）と育児
の援助を受けたい人（利用
会員）で相互に育児の援助
活動を行う会員組織です。
　提供会員として活動する
ための基礎研修会を開催し
ます。
　対象毎週火・金曜日およ
び毎月第2土曜日開催の入
会説明会に出席後、ファミ
リー・サポート・センター
の提供会員として登録が可
能な市内在住の人
※平成23年4月から、提供会員の年会費が無料になりました（利用会
員は従来どおり年会費1,200円）。

※援助活動を提供したお礼（謝礼）は、利用会員から直接受け渡され
ます。詳しくはお問い合わせください。

□申電話でまつどファミリー・サポート・センター☎330－2941へ

市立博物館
実習生を募集

まつどファミリー・サポート・センター
提供会員基礎研修会を開催
3月24日㈯ 午後1時～4時 ゆうまつど日時 会場

アドバイザーアドバイザー

利用会員利用会員 提供会員提供会員

援助活動

謝礼等
支払い

提
供
会
員
の
紹
介

会
員
登
録

援
助
の
申
し
込
み

援
助
の
打
診

会
員
登
録

まつどファミリー・
サポート・センター体系図

 

博物館キャラクター
「じょうちゃん」と「もんちゃん」

●広報まつど　2012年（平成24年）3月15日

10



◆爆笑寄席
3月18日㈰午後4時～5時30分　

小金北市民センター　 山遊亭金太郎
先着80人　 1,200円　 電話で

小金北中学区教育コミュニティ会議「地
域の会」・増田☎343－0349へ
●社交ダンス初心者講習会〔全6回〕
3月19日～4月23日の毎週月曜日

午後2時～4時　 馬橋市民センター
2,000円　 ヒマワリ会ダンスサー

クル・黛（まゆずみ）☎341－1570
（昼間のみ）
●社交ダンス・ベーシック講習会〔全
10回〕
3月19日～5月28日（4月9日を除

く）の毎週月曜日正午～午後1時30
分　 馬橋市民センター　 ルンバ、
ワルツ　 2年以上の経験者　 先着
男女各10人　 4,000円　 ダンス
サークルJ&J・畑佐☎090－2632－
3937（昼間のみ）
◆講座「紀元1世紀に極東の絹の産地
を記録したギリシャ語資料」
3月20日㈷午後1時30分～4時30

分　 市民会館　 先着30人　
1,000円　 電話で歴史学講座「創
世」・小嶋☎090－1261－7366へ
◆スプリングコンサート
3月20日㈷午後3時から　 千葉県

立現代産業科学館（市川市）　 マン
ドリンによる多重奏　 同館☎047－
379－2005
◆こひつじおはなし会
3月21日㈬、4月18日㈬各午後2時

30分～3時30分　 市川こどもクリ
ニック（八柱）　 人形劇、読み聞かせ
同会・市川☎383－2312
●パーティーダンス講習会〔全3回〕
3月22日㈭・29日㈭、4月12日㈭各
午後7時～9時　 明市民センター　
初心者　 社交ダンスパーシモン・三浦
☎080－3209－5643（昼間のみ）
◆認知症介護相談交流会
3月23日㈮午後1時～3時　 松戸市
社会福祉協議会　 ㈳認知症の人と家
族の会松戸地区・尾崎☎343－8925
●学童わらべうたの会発表会
3月24日㈯午前9時30分～11時30

分　 森のホール21　 同会・並木☎
384－3292（昼間のみ）
◆春の散策会
3月24日㈯午前10時北総線松飛台

駅前またはJR東松戸駅前集合　 石
みやの森（紙敷）　 まつど里やま応
援団七喜の会・山下☎090－5317－
4178
●詩吟講習会〔各全4回〕
①3月24日㈯・31日㈯、4月14日

㈯・21日㈯②4月4日～25日の毎週水
曜日各午前10時～正午　 ①馬橋東市
民センター②六実市民センター　 新
松戸馬橋吟道会・大澤☎345－0329
（昼間のみ）
●利根運河近辺を廻る
3月24日㈯午後1時東武野田線運河

駅前集合、午後4時解散〔小雨決行〕　
利根運河、安蒜家石塔婆、駒形神社
300円　 松戸石造物懇話会・鈴木

☎385－6970（夜間のみ）
◆東京学館船橋高等学校吹奏楽部定期
演奏会
3月24日㈯午後3時から　 流通経

済大学新松戸キャンパス（JR新松戸駅
下車）　 同校・小野木☎047－457
－8944

◆春の江戸川カッパ市
3月25日㈰午前10時～午後3時　
江戸川河川敷（樋野口排水機場付近）
物産交流市、フリーマーケット、E

ボート他　 同市実行委員会☎330－
3450
◆全国親の会 千葉・稲毛大会
～ひとりで悩まないで～
3月25日㈰午前10時30分から（保

育あり、要予約、500円）　 千葉県
青少年女性会館（千葉市）　 不登校・
ひきこもり等の体験談、グループディ
スカッション他　 先着400人　 電
話でNPOセピィ倶楽部☎03－3942
－5006へ
◆ダンスレッスン
3月25日㈰午後1時～2時、午後2時
10分～3時40分　 劇団天童スタジオ
（新京成八柱駅下車）　 ダンサー・裕
幸二氏　 各先着20人　 各3,000
円、小学生以下各2,000円　 電話で
劇団天童・浜島☎703－7932へ
●歌謡音楽生涯学習発表会
3月27日㈫午前10時～午後5時　
市民劇場　 課題曲「霧降り岬」の

歌謡指導他　 フライディ歌謡サーク
ル・小川☎386－1056
●社交ダンス講習会〔全5回〕
3月28日～4月25日の毎週水曜日午

後3時～5時　 稔台市民センター　
女性　 2,500円　 社交ダンスサー
クルこぶし会・小林☎343－1429
●初心者①手編み②キルト講座〔各全
3回〕
3月①29日～4月12日の毎週木曜日

②30日～4月13日の毎週金曜日各午
前9時45分～11時45分　 ①モチー
フベースのベスト②オリジナルバッグ
とコインケース　 ①小金原市民セン
ター②常盤平市民センター　 お問い
合わせを　 各2,500円　 小金原文
化の会・安達☎343－6898
●小金オープンスクール①篆刻（てん
こく）講座②ビオトープ講座
3月31日㈯各午前10時～午後3時
小金高校　 各300円　 ①3月

24日㈯〔必着〕までに、往復ハガキに
住所・氏名（ふりがな）・電話番号・初
心者と経験者の別を記入して、〒277
－0034松戸市新松戸4の59新松戸郵
便局留置　小金オープンスクール実行
委員会（☎080－4131－0850）へ
②直接会場で
●ケナフで紙すき・絵手紙体験
3月31日㈯午前10時30分～正午、

午後1時～2時30分　 馬橋市民セン
ター　 松戸ケナフの会・石川 345
－3140
◆松戸の七不思議講座
4月1日㈰午前10時～午後2時　 市
民劇場　 漫画家・伊藤三巳華氏　
先着30人　 500円　 電話で松戸
学会・栗原☎090－6472－3136へ
◆国会・築地・上野公園見学会
4月6日㈮午前8時市民劇場前集合、

午後5時解散　 先着25人　 4,000
円　 電話でNPO国際交流機構・大谷
☎090－3474－2059へ
◆“葵の里”八柱地区の名所・史跡学び
ウオーク＆社会見学
4月6日㈮午前９時新京成八柱駅南口
階段下集合、午後3時現地解散　 先着
30人　 500円　 電話でまつど学び
の旅協議会・伊藤☎386－5259へ
●太極拳講習会〔全2回〕
4月①6日㈮午後1時～3時②20日

㈮午前10時～正午　 市民会館　
500円　 松戸ホビーサークル・鬼島

☎363－9738（昼間のみ）
●春のハワイアンカーニバル
4月7日㈯午後1時～4時　 市民会

館　 ハワイアンバンドとフラハラウ
の共演　 マハロクラブ・神崎☎04－
7175－1770（夜間のみ）
◆お茶会体験
4月8日㈰午前10時～午後3時30分
萬福寺（小金原）　 2,000円　

電話で清楓会（せいふうかい）・川上☎
341－3110へ
◆そば打ち体験教室
4月15日㈰午前11時～午後2時　
市民会館　 先着35人　 3,000

円　 電話で一単位食堂推進委員会・
髙田☎090－2235－1962へ
◆初心者のためのギター講座
4月20日㈮午後2時～5時　 常盤平
市民センター　 先着15人　 1,000
円　 電話でギターサークル・ラルゴ・
中林☎080－1013－3568へ
◆松戸ＩＴＶネットワークのパソコン講座

Ａ・Ｂ文化ホール、Ｃ～Ｉ同会教室（根
本）　 各先着2～6人　 各3,000円
程度　 3月16日㈮午前10時から、
電話で同会☎367－8889（月・水・
金曜日午前10時～午後4時）へ

◆稔台スクエアダンス講習会〔全2回〕
3月22日㈭・29日㈭午後2時30分

～4時　 稔台市民センター　 先着
15人　 電話で稔台スクエアダンス
サークルi・西島☎365－9684へ
●なぎなた教室
3月24日㈯・25日㈰午後5時～7時
上本郷第二小学校　 小学生以上　
電話でなぎなた連盟・藤本☎362－

9940へ
●①グラウンド・ゴルフ②ファミリース
ポーツ教室
3月25日㈰午前9時～正午　 新松

戸西小学校　 直接会場で　 体育指
導委員①宮崎☎346－4327②林☎
349－4561
●軽スポーツ教室
4月1日㈰午前9時～午後1時　 常

盤平体育館　 ソフトバレーボール　
小学生以上　 直接会場で　 体育

指導委員・内田☎388－8868
●インラインスケート教室
4月1日㈰午後1時～2時30分　 運

動公園体育館　 6歳以上　 先着20
人　 1,000円（靴・プロテクター・
ヘルメットの貸し出しあり）　 電話
またはファクスで松戸市インラインス
ケート協会・風巻☎ 368－4559へ
●シルバーテニス教室①初心者②
ショートテニス
①4月2日～平成25年3月25日の毎

週月曜日午前8時～9時20分②4月2日
～6月18日の毎月第1～3月曜日午後1
時～3時　 ①JSSテニスアリーナ（新
京成上本郷駅下車）②運動公園体育館
②スポンジボールを使用　 60歳以

上　 各先着①30人②20人　 ①2
カ月6,000円②1回500円　 3月26
日㈪までに、電話で松戸シルバーテニ
ス連盟・藤井☎366－3600へ
●チビッ子レスリング教室〔全3回〕
4月8日～22日の毎週日曜日午前9

時～11時　 運動公園小体育室　
幼児～小学3年生　 先着20人　
600円　 ハガキで〒270－2232
松戸市和名ケ谷848の2　松戸市アマ
チュアレスリング協会・渡部弘道（☎
090－2646－1831）へ
●松戸市ソフトテニス連盟の催し
Ⅰ①春季市民大会（兼県民体育大会予選
会・個人戦）②春季クラブ対抗（団体戦）
4月①15日㈰②29日㈷各午前8時

30分から受け付け　 栗ケ沢公園庭
球場　 ①男女A、B、Cクラス45・
55・65歳以上クラス（ 7ゲームマッ
チ）、中学生の部（3年生、5ゲームマッ
チ）②3組1チーム、男女1・2・3部制（中
学3年生以上、7ゲームマッチ）　 市
内在住・在勤・在学・在クラブの人　
1チーム①3,000円（中学生2,000

円）②6,000円　 ①3月28日㈬②4
月4日㈬〔必着〕までに、所定の申し
込み用紙で　 同連盟・山下☎080－
5033－1280
Ⅱソフトテニス教室
①4～7月の毎週火・木曜日午前10

時～正午②4～7月の毎週土曜日午前
10時～正午③4～7月の毎週水曜日正
午～午後2時④4月～平成25年3月の
毎週火曜日午後7時～9時　 ①栗ケ沢
公園庭球場②④金ケ作公園庭球場③中
央公園庭球場　 各先着40人　 ①
～③各6,000円④20,000円　 直接
会場で　 ソフトテニス連盟・吉田☎
090－4131－8039
◆春季みどりのオープンミックストー
ナメントテニス大会
4月30日㉁〔雨天時は5月5日㈷〕

午前8時45分から　 松戸テニスク
ラブ（矢切）　 先着64組　 1組
7,000円　 電話で同クラブ☎362
－3047へ

このコーナーは市民団体等からのお知らせです（●マークは社会教育関係団体）　
…日時、日程　 …会場　 …内容　 …講師　 …対象　 …定員　 …持ち物　
…費用（記載のないものは無料）　 …申込方法、申込先　 …問い合わせ先

講座名 日時(午前★、午後☆）

A

Ｄ
デジカメ１・２ 4/5㈭・12㈭☆

Ｅ

ブログ～写真を公開 4/11㈬☆

Ｆ

パソコン初級講座
〔全12回〕 4/3㈫～★

Ｂ

初めてのパソコン
〔全4回〕

4/4㈬・11㈬・
18㈬・25㈬★

Ｃ

ワードおよびエクセル
初級〔全4回〕

4/4㈬・11㈬・
18㈬・25㈬☆

Ｇ

ホームページ作成体験
〔全2回〕 4/15㈰・22㈰☆

Ｈ

インターネット入門
〔全3回〕

4/3㈫・17㈫・
24㈫★

Ｉ

ワードまたはエクセル
初級〔全4回〕

4/4㈬・11㈬・
18㈬・25㈬★

親切パソコン
個人指導レッスン

4/13㈮・20㈮・
27㈮★

5月の講座は直接お問い合わせください

　3・4月は引っ越しのシーズンです。一時的に多量に出る引っ越しご
みは、家庭ごみ集積所に出すことができません。分別区分に従い、各自
処理施設へ運ぶか、一般廃棄物処理業者（　0120－5353－09）に
収集を依頼してください。なお、少量であれば集積所に出すことができ
ます。分別して、計画的に出してください。
※粗大ごみ廃棄のお申し込みは、粗大ごみ受付セ
ンター☎391－0007〔月～土曜日（祝日を除
く）の午前8時30分～午後5時〕へ。
□問環境業務課☎366－7333

引っ越しごみの処理方法引っ越しごみの処理方法引っ越しごみの処理方法
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◆4/21㈯ 13:30～15:00
植物ウオッチング〔雨天時は
屋内〕
講師自然解説員・川端祥子氏
定員25人　費用無料
◆4/21㈯ 13:30～15:00
園芸教室「芝生の作り方と管
理（実習あり）」
講師みどりの相談員・野口宣二
氏　定員20人　費用無料
◆4/28㈯ 13:30～15:00
園芸教室「鉢花（シンビジウ
ム、クンシラン、シャコバサ
ボテン）の手入れ」
講師みどりの相談員・小林喜

代次氏　定員45人　費用無
料

◆ガイドツアー（総合展示
解説）
毎日10:00、14:00からの
約60分間（要観覧券）
◆ミュージアムシアター
・3/31㈯まで　
司馬遼太郞と城を歩く　第2
巻～弘前城・名古屋城・高知
城・彦根城〈60分〉
・4/1㈰～30㉁
司馬遼太郞と城を歩く　第3
巻～松山城・宇和島城・首里
城・姫路城〈60分〉
時間13:15、15:15から上
映（ 土・ 日 曜 日、 祝 日 は
11:00からも上映）　会場講
堂　定員各先着80人　費用
無料

※講演会のため、3/17㈯・
25㈰13:15からの上映は
中止します。
◆3/31㈯まで
学習資料展「昔のくらし探
検」
会場企画展示室　内容約80
年前の農家の暮らしを出発点
に、衣食住・農業の変化を探
検　費用無料
◆3/17㈯ 13:00～15:00
学芸員講演会⑦「韓国の古
墳探訪～渡来人の故地を訪
ねて～」
会場講堂　講師同館学芸員　
定員先着80人　費用200円
（博物館友の会会員は無料）
◆①3/17㈯・31㈯ ②3/24
㈯ 各13:10～15:30
「昔のくらし探検」体験教
室①風呂敷を使ってみよう
②桶を天びんぼうでかつい
でみよう（博物館友の会共
催）
会場企画展示室　費用無料

◆3/20㈷～25㈰
第38回松戸市書道展覧会
社会教育課☎366－7462

◆3/27㈫～4/1㈰
第29回華墨展
布目☎343－7430

◆3/27㈫～4/1㈰
第12回あすなろ写友会作品
展
倉橋☎342－7324

◆4/11㈬～15㈰
東京都退職校長会千葉西部支
部写真展
稲川☎343－5661

◆3/24㈯まで
淡彩スケッチ ミエルコ

レス展
徳重☎387－5735

◆3/16㈮～29㈭
乙翁陶芸会あらかると

教室作品展
服部☎392－0068

◆3/25㈰～29日㈭
第38回松戸市書道展受

賞者展
社会教育課☎366－7462

◆3/30㈮～4/12㈭
写真でつづる市民の放

射線対策～今からできるこ
と！記録写真展～
増 田 ☎090－5579－

1739

第3回切絵クラブ松戸展
示会
吉 崎 ☎090－9814－

4821
◆4/13㈮～26㈭

緑樹会10号展
風間☎387－8055
世界に友達できちゃっ

た！写真展
中山☎311－9611

◆6/17㈰まで
通常展「德川昭武が歩んだ幕
末・明治」
◆3/17㈯ 13:30～15:30
NPO歴史資料継承機構講演
会＆見学会「幕末維新の世界
へようこそ」
会場市民会館　講師中央大学
兼任講師・友田昌宏氏、国文
学研究資料館准教授・西村慎
太郎　定員先着50人　費用
無料
※講演会終了後、戸定歴史館
見学。

開館時間…9:30～17:00（入館は
16:30まで）　
休館日…月曜日（祝日の場合は開館
し、翌日休館）。 
入館料…一般150円、高校･大学生
100円。戸定邸との共通入館券はそれ
ぞれ240円、160円（団体料金あり）

戸定歴史館
☎362－ 2050

広報まつどは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断の基準を満たす紙を使用しています。

開館時間…9:00～16:30
休館日…月曜日（祝日の場合は開館し
翌日休館）
※みどりの相談室は、水・土・日曜
日と祝日の、10:00～12:00と
13:00～15:30（電話相談あり）

※バーベキューのお問い合わせは☎
385－1815へ

パークセンター
☎345－ 8900

21世紀の森と広場

講座はすべて申込制。電話でパー
クセンターへ（9:00～17:00）

当園内「光と風の広場」は、
放射線量低減対策による芝
の深刈り作業後の養生のた
め、5月中旬まで立ち入りで
きません。ご了承ください。

開館時間…9:30～17:00（入館は
16:30まで）
休館日…月曜日（祝・休日の場合は
開館し翌日休館）
常設展観覧料…一般300円、高校・
大学生150円（団体料金あり）
※障がい者専用以外の駐車場はあ
りません。21世紀の森と広場の
有料駐車場をご利用ください。

21世紀の森と広場内
博物館
〒270－2252松戸市千駄堀671
☎384－8181

開館時間…10:00～18:00　
休館日…月曜日

文化ホールギャラリー
☎367－7810

松戸駅市民ギャラリー
社会教育課市民文化班
☎366－7462

緊急重要情報のメール配信を行っています。サービス利用には登録が必要です。
右のQRコードを読み込むか、下記のURLを入力してアクセスしてください。
携帯電話で利用する場合　   https://service.sugumail.com/matsudo/
パソコンで利用する場合　   https://service.sugumail.com/matsudo/member/

市民栄誉賞受賞者市民栄誉賞受賞者

オーストラリア ホワイトホース市ホワイトホース市
クーナン高校の生徒が

松戸市減CO2松戸市減CO2松戸市減CO2 どんぐり作戦
植樹イベントを実施しました

市立松戸高校を訪問しました
げ ん こ つ

　松戸市出身で平成21年に市民栄誉賞を受賞した埼玉西
武ライオンズの涌井秀章選手から、子どもたちのスポー
ツ振興へと79万円の寄附がありました。
　これは、涌井選手の通算勝利数（79勝）に応じた額を「ふ
るさと松戸に恩返ししたい」という思いから毎年行って
いただいているもので、今年で3回目になります。
　昨年は、いただいた寄附金で運動公園野球場のスタン
ドにシートを、ベンチ内にバットケースを設置しました。
　プロ野球界の一角を担う涌井選手のさらなる飛躍を願
い、松戸市出身として活躍する涌井選手を応援しましょう。

　1月9日～16日に、松戸
市の姉妹都市であるホワイ
トホース市クーナン高校の
生徒10人が松戸市を訪
れ、市立松戸高校の生徒と
交流を行いました。
　約1週間のホームステイ
の間、クーナン高校の生徒
たちは剣道・書道の授業や
部活動への参加等、市立松
戸高校生との温かい触れ合
いを通して日本の文化を体感しまし
た。
　両校の交流が今後も続き、生徒た
ちが大人になった時に、双方の親交
をさらに深める懸け橋となってほし
いですね。

市役所に表敬訪問する生徒たち

日
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　市内の小学校3校・幼稚園2園で、
育てたどんぐりの苗木を植樹する「松
戸市減CO2どんぐり作戦」を実施しま
した。
　植樹を行ったのは「減CO2どんぐり
キッズ隊」に登録した児童たちで、ど
んぐりの実から、約3年かけて大切に
育ててきた苗木を、自分たちの手で市
内各所に植えました。

　これは松戸市50万本植樹計画の一環とし
て実施するもので、市内にどんぐり等の樹
木を増やして、二酸化炭素を吸収すること
を目的とした事業です。
　減CO2どんぐりキッズ隊によって植えら
れた苗木は、地球温暖化防止につながると
ともに、松戸を緑豊かなまちにしてくれる
ことでしょう。
□問環境計画課減CO2担当室☎366－7089
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は松戸市50万本植樹計画の一環とし
するもので、市内にどんぐり等の樹
やして、二酸化炭素を吸収すること

　こ
て実
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　減CO2
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博物館と戸定歴史館は、市内在住の障がい者とその介護の人、市内在住の70歳以上の人は観覧料無料です。
また、小・中学生の観覧料は無料です。※催し物は◆日時、内容の順に掲載しています。


